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令和４年度第１回「生徒による授業評価」集計結果について(ご報告） 

 

師走の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日ごろより、本

校の教育活動にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、神奈川県では例年、授業改善の取組みに資するものとして年に２回「生徒による授業評価」を実施し

ております。このたび、今年度の本校における第１回（前期）の実施結果がまとまりましたので、次のとおり

ご報告申し上げます。 

 

１ アンケート設問 

アンケートの設問は、県の共通の設定項目である上記の 7項目について問が設定されています。その各項目

に対して、「４かなり当てはまる」「３ほぼ当てはまる」「２あまり当てはまらない」「１ほとんど当てはまらな

い」の４段階で評価し、回答します。 

 

２ 調査対象者数 

  実施したアンケートの教科毎の対象者数は次のとおりです。 

 

３ 調査結果についての分析 (数値は全体平均) 

  全ての設問で肯定的評価である３と４の評価の割合が高い結果となりました。特に、設問１は 89%、設問

３・４・７は 88%で肯定的評価となっており、「授業のねらいが明確であり、振り返る機会が充実した授業」

が行われているという評価を得ることができました。なお、「他者の考えを知り，自分の考えを広げる」（設

問５）は肯定的評価が 84%であり、例年並みに高い評価を得ることができました。引き続き、授業の中で協

働し、自分の考えを深める授業を実践していく必要があると考えます。また、今年度より始まった一人１台

端末の活用方法についても職員全体で共有して、これまで以上に授業改善に努めてまいります。 

 

４ 今後の授業改善に向けて 

昨年度末、本校は「ICT利活用授業研究推進校」指定事業第Ⅱ期の指定を終えましたが、今までの研究で

培った成果を基に ICT 機器の利活用授業方法の全体での共有、さらには、一人１台端末の活用を推進して、

生徒の興味・関心を高める研究を各教科で進めていきます。今回の授業評価の結果を受け、より一層生徒の

主体性を意識した授業展開から学習内容の定着につながるように工夫を重ねてまいります。 

 

大項目 番号 小 項 目 

授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て 

１ 
毎時間の授業や単元（内容のまとまり）のはじめに学習のねらいを示したり、毎時間の授

業や単元の学習のあとに学習したことを振り返ったりする機会がある。 

２ 
単元（内容のまとまり）の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会

がある。※他者とは、他の生徒・教員等を言う。 

３ 
単元（内容のまとまり）の学習の中で、課題について自分の考えをまとめたり、解決方法

について考える場面がある。 

学
習
の
状
況
に
つ
い
て 

４ 授業の中で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。 

５ 
他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることが

できた。※他者とは、他の生徒・教員等を言う。 

６ 
授業で得た知識をもとに、自分の考えをまとめたり、課題の解決方法を考えたりすること

ができた。 

７ 授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。 

教科 国語 地歴・公民 数学 理科 体育 芸術 外国語 家庭 情報 総合 

人数(人) 801 681 475 486 626 416 481 262 266 484 

問合せ先 

副校長 川 島 

電話 045(953)1005 

 



５ 集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科 評価 設問1 設問2 設問3 設問4 設問5 設問6 設問7

4 42.1% 44.3% 45.2% 40.2% 42.3% 38.0% 38.3%

3 45.6% 42.4% 45.6% 45.9% 43.4% 48.2% 50.1%

2 10.6% 11.9% 8.1% 12.5% 12.9% 12.6% 9.9%

1 1.7% 1.4% 1.1% 1.4% 1.4% 1.2% 1.7%

4 40.5% 41.0% 38.0% 39.6% 40.8% 37.3% 42.7%

3 48.0% 43.5% 49.8% 47.6% 43.2% 48.0% 45.1%

2 9.3% 13.1% 10.4% 10.9% 13.7% 12.8% 10.6%

1 2.2% 2.5% 1.8% 1.9% 2.3% 1.9% 1.6%

4 42.7% 33.5% 41.3% 45.9% 31.8% 36.6% 41.1%

3 44.2% 48.2% 43.6% 41.9% 47.6% 45.7% 40.4%

2 10.9% 13.9% 12.6% 8.4% 15.4% 14.3% 14.1%

1 2.1% 4.4% 2.5% 3.8% 5.3% 3.4% 4.4%

4 42.8% 36.4% 39.9% 45.7% 36.6% 40.5% 43.4%

3 46.5% 47.1% 50.2% 45.1% 48.4% 48.1% 45.5%

2 9.3% 13.4% 8.0% 8.0% 13.2% 10.1% 9.7%

1 1.4% 3.1% 1.9% 1.2% 1.9% 1.2% 1.4%

4 47.6% 39.9% 43.9% 54.2% 38.7% 44.6% 45.5%

3 42.3% 45.0% 44.4% 36.7% 45.2% 42.2% 43.6%

2 7.3% 11.3% 9.1% 6.5% 12.3% 10.2% 7.5%

1 2.7% 3.7% 2.6% 2.6% 3.8% 3.0% 3.4%

4 50.2% 39.2% 45.7% 50.7% 39.7% 42.8% 48.8%

3 44.0% 47.4% 45.2% 43.5% 46.6% 47.1% 42.3%

2 4.3% 10.8% 7.2% 4.6% 10.6% 7.7% 6.7%

1 1.4% 2.6% 1.9% 1.2% 3.1% 2.4% 2.2%

4 44.3% 43.9% 40.7% 45.5% 37.2% 36.0% 43.0%

3 42.2% 42.4% 45.3% 40.5% 45.1% 47.8% 43.0%

2 10.0% 11.0% 11.4% 10.6% 14.6% 13.1% 9.4%

1 3.5% 2.7% 2.5% 3.3% 3.1% 3.1% 4.6%

4 51.9% 46.2% 52.3% 55.7% 46.9% 48.9% 55.7%

3 40.5% 44.7% 37.8% 37.8% 45.0% 42.0% 38.9%

2 6.1% 7.3% 8.8% 5.0% 6.5% 7.3% 3.8%

1 1.5% 1.9% 1.1% 1.5% 1.5% 1.9% 1.5%

4 29.7% 29.7% 29.7% 42.1% 25.6% 31.2% 39.8%

3 51.9% 42.1% 46.2% 44.7% 50.8% 48.5% 44.0%

2 15.4% 23.7% 18.8% 9.8% 18.4% 15.4% 13.5%

1 3.0% 4.5% 5.3% 3.4% 5.3% 4.9% 2.6%

4 43.2% 42.4% 42.8% 42.1% 42.6% 42.1% 42.8%

3 45.7% 46.5% 46.7% 42.6% 43.4% 45.5% 45.7%

2 8.3% 8.3% 8.3% 12.6% 11.4% 10.1% 8.9%

1 2.9% 2.9% 2.3% 2.7% 2.7% 2.3% 2.7%

4 43.5% 40.1% 42.1% 45.4% 38.7% 39.6% 43.3%

3 45.1% 44.8% 45.9% 43.0% 45.4% 46.4% 44.5%

2 9.1% 12.2% 9.8% 9.3% 13.0% 11.5% 9.5%

1 2.2% 2.9% 2.1% 2.2% 2.9% 2.4% 2.6%

全体平均

芸術

外国語

家庭

情報

キャリア

保健・体育

国語

地歴・公民

数学

理科



６ 教科での分析と改善に向けて 

教
科 

授業評価の結果から読み取れる課題など 今後の授業改善に向けて 

国
語 

〇科目全体を通じて、すべての設問の評価が３以
上が多い。 

〇設問７の評価は３が多い結果となっている。 

 

〇設問７の授業改善として、単元等のまとまりを
意識した授業づくりや見通しを持たせ、工夫を図
り生徒が理解できるよう努める。 
〇今までの学習との関連付けを意識させ、既習事
項を復習する場面などを設ける。 

 

 

地
理
・
歴
史
・
公
民 

〇教科内の科目全般において、全ての設問で３と
４の評価が概ね８割以上を占めている。昨年に引
き続き、今年度も感染に配慮しつつグループワー
クなどの交流の機会を持つ必要があったため、他
の設問に比べれば設問２の評価が低かった。それ
でも、３と４の評価の割合は８割を超えており、
他者との意見共有の時間を概ね確保することが
できていたと考えられる。 

 

 

○21 期生からは１人１台端末の使用が始まって

いるため、ICT機器をより活用することで、対面で

はなくとも他者と意見共有する機会を確保する。

また、ICT機器の活用が目的化することなく、より

よい授業改善と生徒の知識技能の習得につながる

有効な手段となるよう工夫する。 

数
学 

○設問２・５の評価が比較的低い結果となってい

る。 

○設問６の評価が低い結果となっている。実生活

との結びつきが弱いと考えられる。 

○問題を解く過程の考え方や理由を述べさせるこ

とで、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深め

ることを図る。また、オンライン等を活用して、

他者の考え等の共有を図る。 

○数学の有用性を実感させる授業の工夫をする。 

 

 

理
科 

〇すべての設問の回答において、評価が４と３の

割合が９割程度を占めていた。しかし、設問２・５

において、評価が４と３の割合が、９割を数ポイン

ト下回っている傾向が見られる。 

○自分の考えのまとめ、学習における課題解決方

法について考えることができたという生徒の回答

が多かった。それらの活動をクラスルームやロイ

ロノートなどの ICT を介して他者の意見を閲覧・

コメントできるようにすることで、設問２や設問

５の４と３の割合が上昇すると考えられる。 

 

 

保
健
体
育 

〇各設問において、おおむね高い評価を得ている

が、設問２・５においては、やや低くなっているた

め、生徒は自分の意見を発信したり、他者の考えを

知る機会が少ないと感じていると思われる。 

〇授業の終盤でチームミーティングをする。 

〇他者の考えを知るために作戦を考える場面を作

る。 

〇同じ集団での協議ではなく、集団をシャッフル

して色々な生徒同士の関わりを作る。 

 

 

芸
術 

〇設問２・５について、若干の値の低さがある。  

その他の設問においては、他教科と比較しても値

としては特に大きな問題はないと考えられる。 

〇「授業内で他の生徒の発言を聞いたり、グルー

プワークで意見を交換したりして、自分の知識を

広げること。」の項目の値が低い。しかしこれに対

し、芸術科においては、他の生徒の作品を鑑賞し

て自分の作品に反映したり、教員の指導によって

作品の展開が変わってきて、生徒の世界観が広が

ったりすることを日常的に行っている。したがっ

て結果的に、教科としては、日々授業改善に努め

ている。 

 



外
国
語 

○設問１について、英語表現Ⅰでは振り返り等の

機会があまりなく、生徒の知識定着に向けて単元

ごとの振り返りを科目共通で行っていく必要があ

る。設問４について、科目ごとに差があるが、生徒

が学習した内容を実際に使う場面が多くはないよ

うに思われる。成功体験を与えるためにも言語活

動を多く取り入れていく必要があると思われる。

設問５について、生徒が他者の考えなどから自身

の理解や考えを深めることができていないことが

考えられる。一方的な学びではなく、他者との関り

から学ぶ工夫が必要だと思われる。 

 

〇教科として、単元ごとのまとまりを意識させる

ために振り返りや確認テストを実施する。また、

その結果等から生徒の学習状況や到達度を判断

し、生徒の実情に合わせた授業を行うようにする。

学習した内容をもとに、グループでの活動や発表

等を行うことで、自他の意見や考えを深める機会

を設けるようにし、適切なフィードバックを行う

ようにする。 

家
庭 

〇自己の意見として発表する機会があり、しっか

りと表現することはできているようであるが、他

者の意見を意識して受け止めることができていな

いように思われる。 

〇設問２・５の評価が比較的低くなっているが、自

らの学習の枠内で、主観だけで学習を満足してい

る傾向が見受けられる。 

 

〇発表をさせた後、他者の意見を聞き、もう一度

振り返り、考えに違いが出たかどうかを考えさせ

る時間をとる。 

〇課題解決に向けて、長期休業中を活用してホー

ムプロジェクトに取り組ませる。  

〇授業内容を客観的に理解し、具体的な課題を見

つけて学習することの重要性を伝える。 

情
報 

〇設問１・３の評価が低くなっている。学習のねら

いを示したり、振り返りを書かせる活動はしてい

るが、新しい科目となったことで、内容の難易度が

上がり、示されたねらいについて授業の内容と結

びついていないと思われる。  

〇設問２・５の評価が低くなっている。授業内容を

聞き取るだけで手いっぱいになっていると思われ

る。 

 

〇授業内容だけでなくねらいについても、スモー

ルステップで実生活の例などを取り入れながら説

明する。  

〇後期にはプレゼンの授業も取り入れて、発表の

機会を設ける。 

 


